






















































































































脈スティフネスが増加した．しかし，運動 3 日後および 4 日後の動脈スティフ
ネスの増加はタウリン摂取によって有意に抑制された．  
 
【結論】 
本研究により得られた新たな知見を，以下にまとめる． 
 
1．高強度運動が繰り返される場合，疲労症状の発現に伴って，唾液中のタ
ウリン濃度が増加することが検証された．また，既存の疲労マーカー
として知られている唾液中 sIgA分泌速度の低下と，唾液中タウリン濃
度の増加が同時に起こったことから，繰り返される高強度運動による
疲労によって唾液中タウリン濃度が増加した可能性が示唆された． 
2．若年男性が 6g/dayのタウリンを 2週間経口摂取すると，血漿タウリン
濃度が約 2倍に増加することが示された． 
3．若年男性における運動 2週間前から運動 3日後までのタウリン摂取は，
伸張性運動後の遅発性筋肉痛と動脈スティフネスの増加を抑制するこ
とが検証された．タウリン摂取は，レジスタンス運動後の DOMSによ
る不快感や，動脈スティフネスの増加によるリスクの軽減の両者に有
効である経口サプリメントであることが示された． 
 
以上の結果は，曖昧に理解されていたタウリンの生理作用を明らかにする
ものであり，レジスタンス運動を，継続的に，より安全におこなう上で重要な新
知見を提供するものであると考える． 
 
 
